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様々なワクチン接種機会があったため、ご都合の良い日程や会場で接
種を受けられた方も多いと思います。港区実施の集団接種会場を利用した
区民が一番多く、会場も多く非常に充実していたため、国や東京都実施の
大規模接種を利用した割合は少なかったようです。

20 代〜 50 代では、学校や職場での職域接種利用も一定の割合があること
がわかりました。主催者となる団体が個人の接種情報の入力を行わないと、
一元化された情報システムから港区が区民の接種人数を把握することがで
きません。会場によっては順調に行われていないため、接種済みであるの
に数に反映されていない区民が一定数いるのは明らかです。

正確な進捗を知るため、せめて区内の職域接種主催団体へは、早期の入力
を呼びかけるよう区に要請しています。
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令和 3年第 3回港区議会定例会が終了。ワクチン接種は終盤です。

「まちづくりビジョン」は区の施策に反映を

　指定管理者制度は、民間の力を活用して住民福祉の向上を目的と
する大義のある制度です。利用者のための施設運営を可能とする事
業者を区が選定し、たくさんの方が知るところでは図書館や高齢者
施設、子供関連施設など、これまで区が直営で行っていた時代より
遥かに質の高いサービスを提供することができています。

　賛否両論の声は常にあり、公の施設だから区の直営でないとなら
ないという一部特定政党からの意見はあれど、利用者が喜んでくれ
る十分なサービスを提供できる現体制は支持できると考えます。よ
り良い制度となるよう、改善の提案をこれからも進めていきます。

令和 3年 9月　港区議会本会議場にて
一般質問の登壇機会を頂きました。コロ
ナ対策・ワクチン関係の質問は、自民党
代表質問で統括しています。

　区内で 12 登録されているまちづくりビジョンは、それぞれの地域の皆さんが願ってい
る良好な住環境にしてもらいたいという想いの込められた「将来のまちがこうあって欲
しい」という理念や目標です。しかし、協議会の活動や理念は、港区の施策のどこにも
繋がらず、パブリックコメントや区民意見としてすら扱ってもらえません。

Q：　地域のささやかな願いを実現するために、土地所有者等の 2/3 以上の合意を得る必
要がある都市計画決定しか方法はないと言われているが、実現不可能。せめて努力の末
に登録されたまちづくりビジョンを港区の計画や方針に取り入れてもらいたい。

区長　➡　まちづくり協議会と意見交換を行い、地域の方々が定めた「まちづくりビジョ
ン」を尊重し、まちづくりマスタープランの計画づくりに活かしていく。

自民党議員団一般質問　一部抜粋

指定管理者制度の一層の改善を

新型コロナワクチン接種では、5月下旬から開始された高齢者向け接種、そして 7月
上旬から開始された 12 歳以上一般区民接種では、「予約が難しい」「接種スケジュールに
悩んでいる」など、100 名を超える方々のご相談に対応してきました。ひとりでも多くの
方に接種していただきたいという想う一心で、接種情報や接種機会の発信の他、区民以外
（特に在勤者）への接種機会解放の提案を続けてきたところ、進展がありました（詳しく
は中面をご覧ください）。

港区でも区民接種目標を 70%としていましたが、世界でも稀に見るスピードで接種が推
進されていったことから、先日港区は区民接種率 85%を目指すと発表しました。

区民向けの目標率は設定するものの、職員や区施設関係者への接種割合の把握や目標は立
てないという方針に疑問はありますが、ひとりでも多くの希望される方への接種が進むこ
とを期待しています。11 月中の 1回目接種スケジュールが最終機会に近いです。

Q：　公募の担当部門によって申請時期や応募受付がバラバラであ
るため、公募スケジュールの均一化を図っていただきたい。

区長　➡　事業者の負担を軽減し、より多くの事業者が応募できる
よう、来年度の公募では、一定の統一した応募日程を確保する。

高齢者の補聴器利用のための支援制度の制定に向け、これまで厚生労働省主宰の研究
事業に参画できるよう手立てを講じ、また適正使用に特化するよう訴え続け、来年 4月を
目指して港区独自の補聴器購入費助成制度の開始が整備されることになりました。

補聴器は医療機器です。購入前の段階から相談ができ、購入後も十分なアフターケアが受け
られる仕組みは利用者にとってとても重要なことです。自分の耳に合わせていくには段階を
踏んで、時間をかけて調整することが必要です。ご理解ください。

また、港区では高齢者難聴の早期発見にも注力していくとのこと。聴力検診などの機会もセッ
トで港区の事業となるよう、引き続き提案をしていきます。

港区の若手職員が作成したアイコン
オリンピックにちなんだピクトグラム風

地域の景観、建築物の高さ、空地の設け方など、地域に暮ら
す我々住民にとってのささやかな願いにも活動を求められ、
声は行政に届くことはありませんでした。地区計画まで反映
できたものもなく、再開発準備組合のような事業者主導の団
体以外は実現不可能とであると、4年間指摘し続けました。

「何故、港区は住民の地域を想う気持ちを形にしてくれないの
か」というご意見も多く、今回の一般質問で初めて、「尊重す
る」と前向きな答弁を引き出せることができました。

港区民が利用した接種機会（10 月上旬時点集計中）

職域接種はもっと高くなるのではと推測しています

麻布十番商店街道路整備の予算計上のあり方（債務負担行為）について疑問を呈
したのが 3月の予算特別委員会、この第 3回定例会で補正予算が議決され、来年度
及び再来年度の道路整備予算の一括要求が通りました。

これまでは 3年間の工事予算を毎年 3回繰り返して工事業者の入札・契約を行わな
ければならず、その間は工事が止まったままで時間のロスであると指摘し、可能な限
り工期は短い方がありがたい商業地区に適切な方法をという訴えが理解されました。



新型コロナ感染症に伴うお知らせ
2021年 10月 14日現在

最新の港区による情報・詳細は港区ホームページをご覧ください

新型コロナワクチン接種はお早めに

港区新型コロナウイルス感染症特設ページ 港区ワクチン接種特設ページ

港区民のワクチン接種率

副反応や健康に対する不安 ...
効果に対する疑問 ...

区民が気軽に相談できる

港区独自の専用ダイヤルです。

ご利用ください。　　　　　　　

0120-607-567
⽉曜〜⾦曜 午前8:30〜午後5時

副反応や効果についての相談や、健康被
害救済制度の案内など、看護師が丁寧に
対応いたします。

みなとワクチン安心相談ダイヤル　　　　　　　　

学校やお勤め先、国や東京都、またはお近くのク
リニック・医療機関でのワクチン接種を受ける機
会もたくさんありました。

20代〜 50代はライフスタイル等の違いからも、
集団接種会場以外での接種が都合が付きやすかっ
た方も多かったようです。

なお、10/14時点では約77.4%が 1回目接種を、
約 75.2%が 2回目接種を終了しています。

17 歳以下は専用の予約枠、15 歳以下は愛育病
院での接種協力が大きかったため、港区実施の集
団接種利用割合が多かったと推測します。

日々、国内の新型コロナウイルス感染症の新規陽
性者の数は減っています。緊急事態宣言も解除さ
れ、従来の生活に少しずつ戻れる兆しが見えてい
ますが、引き続き感染予防に心がけください。

ワクチン接種をご希望の方でまだ未接種の方がまわりにいらっしゃいましたら、
接種機会と時期は限定されていることをお知らせください。

開始当初はたくさんの集団接種会場などでスピード感ある接種を推進できましたが、
接種者が増えていくと当然会場や予約枠は減り、また職域接種などでは予約が埋まり
切らず終了するところも多く出てきています。

港区でも、現時点での 1回目最終接種は 11月末です。12月以降に 12歳になる小
学生で接種希望される方もいるかと思いますが、まだどうなるかは決定しておりませ
ん。区の公式発表をお待ちください。ご理解くださいますようお願いいたします。

新型コロナワクチン接種はこちらで 予約はこちらを参照

在学・在勤にも接種機会が提供できるようになりました！

2021年 10月上旬時点のVRS入力把握から
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港区新型コロナワクチン接種コールセンター 0120-252-237 平日：    8:30 〜 20:00
土日祝： 8:30 〜 17:30


